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主な内容
○上富田町の財政事情
○人事異動
○令和２年度町内会長のご紹介
○特別定額給付金のご案内
○保健センターからのお知らせ
○教育委員会からのお知らせ
○上富田消防分署からのお知らせ

主な内容
○上富田町の財政事情
○人事異動
○令和２年度町内会長のご紹介
○特別定額給付金のご案内
○保健センターからのお知らせ
○教育委員会からのお知らせ
○上富田消防分署からのお知らせ給付金詐欺にご注意下さい！給付金詐欺にご注意下さい！
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　上富田町では、町民の皆様に町財政の現況と実態をお知らせし、主要な施策についてご理解をいただく

ために、財政事情を毎年２回公表しています。

　今回の公表の内容は以下の通りです。

　　①　令和元年度一般会計の収入及び支出の状況      

　　②　令和元年度及び令和２年度の一般会計の款別予算額の状況

　　③　令和元年度及び令和２年度の特別会計の款別予算額の状況

　　④　投資的事業の状況

　　⑤　町民の税負担の状況      

　　⑥　一時借入金の現在高の状況      

　　⑦　地方債の現在高の見込額の状況      

　　⑧　財産の現在高の状況

　上記の中から抜粋し、紙面には令和元年度会計別予算執行状況を掲載します。

　なお、財政事情の詳細な内容につきましては、各掲示板に告示していますのでご覧ください。 

　［告示場所：上富田町役場、生馬・岩田・市ノ瀬の各出張所の掲示板］

　今後とも、町の財政事情をご理解いただき、ご指導と積極的なご協力をお願いいたします。

令和元年度 会計別予算執行状況

会　　計　　名

一 般

国 民 健 康 保 険 事 業

宅 地 造 成 事 業

宅地取得資金貸付事業

住宅新築資金貸付事業

奨 学 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

公 共 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

診 療 所 事 業

水 道 事 業

朝 来 財 産 区

計

令和2年３月３１日現在
（単位：千円）

*予算額には、繰越額を含む。

予　算　額

6,012,553

1,911,889

223,643

453

22,355

6,674

191,241

221,650

1,657,194

308,465

16,261

646,787

6,039

11,225,204

収入済額

5,508,921

1,821,838

44,631

1,775

9,012

6,604

54,668

69,384

1,355,522

155,129

15,531

616,123

8,402

9,667,540

支出済額

4,741,461

1,866,471

198,582

451

22,127

4,810

183,143

173,006

1,441,949

302,606

15,519

573,704

5,022

9,528,851

上富田町の財政事情

-1-　-2-



■
下
鮎
川
地
区
連
絡
協
議
会

上
　
　
地
　
中
山
　
幹
也
　
32
戸

旭
　
　
　
　
寺
本
　

明
　
16
戸

中
　
　
央
　
田
上
　
泰
志
　
17
戸

大

神

宮
　
桝
本
　
靖
男
　
18
戸

加
茂
団
地
　
鈴
木
　
利
朗
　
28
戸

■
市
ノ
瀬
地
区
連
絡
協
議
会

畑
　
　
山
　
三
栖
　
健
裕
　
31
戸

下

ノ

岡
　
樫
山
　
　
巧
　
99
戸

中

ノ

岡
　
齋
藤
　
寿
哉
　
63
戸

宮

ノ

尾
　
岩
本
　
恒
久
　
46
戸

両

平

野
　
福
田
　
文
雄
　
41
戸

小
　
　
山
　
中
戸
川
敏
彦
　
47
戸

汗
　
　
川
　
小
出
　
裕
之
　
56
戸

後
　
　
代
　
池
田
　
秀
明
　
80
戸

根

皆

田
　
山
本
　
敏
次
　
114
戸

■
岩
田
地
区
連
絡
協
議
会

立
　
　
平
　
小
倉
　
雄
次
　
65
戸

三

宝

寺
　
山
本
　
信
一
　
39
戸

下

田

熊
　
田
上
　
准
市
　
45
戸

上

田

熊
　
家
髙
　
邦
彦
　
53
戸

大

坊

一
　
福
田
　
　
淳
　
38
戸

大

坊

二
　
市
川
　
喜
久
　
66
戸

大

坊

三
　
陸
平
　
将
史
　
54
戸

尾
　
　
崎
　
谷
口
　
幸
男
　
46
戸

上
岩
田
一
　
山
本
　
真
大
　
36
戸

上
岩
田
二
　
森
田
　
敏
正
　
36
戸

上
岩
田
三
　
竹
田
　
壽
一
　
29
戸

■
岡
地
区
連
絡
協
議
会

深
　
　
見
　
田
上
　
勝
隆
　
44
戸

ひ
ば
り
ヶ
丘
　
辰
巳
　
　
充
　
36
戸

元

ノ

尾
　
飯
島
　
利
幸
　
39
戸

射
矢
ノ
谷
　
横
山
　
　
敦
　
58
戸

中
　
　
島
　
古
久
保
孝
章
　
64
戸

県
営
岡
団
地
　
鈴
木
　
　
健
　
29
戸

ラ
・
フ
ォ
ー
レ
岡

　
立
花
　
靖
行
　
25
戸

中
島
住
宅
　
目
良
　
末
子
　
16
戸

小
　
　
郷
　
岡
本
　
隆
志
　
24
戸

奥
　
　
草
　
井
上
　
芳
樹
　
17
戸

葛
　
　
原
　
森
　
　
　
隆
　
17
戸

岡
　
　
川
　
坂
本
　
成
司
　
10
戸

■
生
馬
地
区
連
絡
協
議
会

本
　
　
郷
　
和
田
　
精
之
　
100
戸

山
　
　
王
　
栗
栖
　
淳
二
　

9
戸

生

馬

口
　
山
際
　
郁
広
　
42
戸

稗
　
　
田
　
田
中
　
和
男
　
36
戸

鳥
　
　
渕
　
下
滝
　
恒
夫
　
27
戸

大
　
　
宮
　
辻
　
　
好
由
　

9
戸

生

馬

橋
　
花
村
三
枝
子
　
15
戸

中
　
　
根
　
吉
田
　
盛
彦
　
100
戸

救

馬

谷
　
北
條
　
哲
生
　
50
戸

■
朝
来
地
区
連
絡
協
議
会

野
　
　
田
　
中
本
三
𠮷
郎
　
28
戸

不
　
　
動
　
鈴
木
　
敦
夫
　
12
戸

日
　
　
産
　
小
倉
真
理
子
　

8
戸

岩
　
　
崎
　
小
倉
　
紳
示
　
12
戸

大

内

谷
　
中
井
　
守
久
　
29
戸

愛
　
　
和
　
芦
口
　
　
力
　
34
戸

平
　
　
和
　
谷
端
　
　
清
　
29
戸

梅
　
　
田
　
山
本
　
敦
彦
　
20
戸

学
園
団
地
　
井
谷
　
利
夫
　
23
戸

睦
　
　
　
　
平
見
　
信
次
　

4
戸

駅

前

北
　
木
村
　
泰
巳
　
21
戸

駅

前

南
　
上
村
　
典
央
　
25
戸

東
　
　
　
　
福
本
　
幸
子
　

8
戸

西
　
　
山
　
長
野
　
文
昭
　
27
戸

中
　
　
央
　
岩
﨑
　
　
央
　
31
戸

中
　
　
心
　
久
保
田
浩
義
　
27
戸

下

内

代
　
前
　
　
昭
二
　
31
戸

旭
　
　
　
　
植
村
　
賢
三
　
34
戸

金
　
　
屋
　
十
河
　
　
崇
　
51
戸

馬
　
　
川
　

根
　
宏
明
　
26
戸

六
　
　
部
　
木
村
　
　
繁
　
51
戸

六
　
　
中
　
楠
本
れ
い
子
　
44
戸

六
　
　
前
　
田
上
　
賢
二
　
50
戸

緑

ヶ

丘
　
前
田
　
賀
文
　
40
戸

観

音

台
　
海
野
　
敬
一
　
91
戸

丹
田
台
団
地
　
淺
野
　
恵
司
　
57
戸

第
２
丹
田
台
団
地

　
伊
藤
　
唯
明
　
27
戸

第
２
丹
田
台
　
荻
谷
　
　
実
　
53
戸

峠
　
　
　
　
谷
口
　
英
大
　
98
戸

鳶
　
　
野
　
植
田
　
淳
司
　
124
戸

丹

田

台
　
久
保
　
陽
一
　
275
戸

南
紀
の
台
　
上
山
　
幸
春
　

412
戸

ひ

か

り
　
川
根
　
勝
也
　
10
戸

新
　
　
川
　
中
垣
　
　
実
　
40
戸

第
３
丹
田
台
　
嶋
岡
　
節
子
　
25
戸

ひ
だ
ま
り
　
博
多
　
厚
司
　
18
戸

パ
ブ
リ
ッ
ク
　
冨
田
　
幸
志
　
190
戸

■
大
谷
地
区
連
絡
協
議
会

は
ま
ゆ
う
　
前
田
　
慎
一
　
66
戸

日

ノ

出
　
栗
田
　
広
和
　
20
戸

水
　
　
穂
　
田
中
　
則
子
　
31
戸

馬

ノ

谷
　
尾
﨑
　
泰
照
　
30
戸

共
　
　
栄
　
滝
谷
美
和
子
　
20
戸

樫

ノ

木
　
衜
浦
　
　
学
　
31
戸

飛

曽

川
　
岩
本
　
健
太
　
22
戸

飛
曽
川
団
地
Ａ
棟

　
萬
歳
　
章
廣
　
24
戸

飛
曽
川
団
地
Ｂ
棟

　
橋
本
美
和
子
　
18
戸

飛
曽
川
団
地
Ｃ
棟

　
前
田
　
隆
子
　
18
戸

日

ノ

丸
　
川
口
　
則
光
　
19
戸

交
　
　
和
　
梅
谷
　
修
巳
　
10
戸

栄
　
　
　
　
大
嵜
　
敏
進
　
20
戸

畑
　
　
　
　
森
岡
　
朝
夫
　
29
戸

あ
ら
ぼ
り
　
谷
本
　
禎
美
　
58
戸

水
穂
団
地
　
生
田
　
米
明
　
26
戸

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育

て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
児
童
手
当
（
本
則
給
付
）

の
受
給
者
の
方
に
対
し
て
臨
時

特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
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係
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令
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分
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む
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の
児
童
手
当
（
本
則
給
付
）
受

給
者
の
方

※
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
た

め
、
特
例
給
付
と
し
て
児
童
一

人
に
つ
き
月
額
五
千
円
の
支
給

を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
で

す
。

※
配
偶
者
等
か
ら
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暴
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を
理
由

に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、

お
問
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せ
先
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

支
給
対
象
児
童

　
令
和
２
年
４
月
分
（
３
月
分

を
含
む
）
の
児
童
手
当
の
支
給

対
象
児
童
。

※
平
成
16
年
４
月
２
日
～

　
令
和
２
年
３
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31
日
に
生
ま

　
れ
た
児
童
。
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法
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則
、
申
請
不
要
で
す
。

　
公
務
員
の
方
は
、
所
属
庁
よ

り
申
請
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
の

で
、
支
給
対
象
者
で
あ
る
こ
と

の
証
明
を
受
け
た
う
え
で
6
月

1
日
～
11
月
30
日
の
間
に
上
富

田
町
へ
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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一
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時
期
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務
員
以
外
の
方
は
、
６
月

9
日
の
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給
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
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込
先
は
、
登
録
い
た
だ
い

て
い
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児
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手
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の
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込
み
先
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座
で
す
。
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‐
２
３
７
３
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２
年
度
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の
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介
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に
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て
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新型コロナウイルスに便乗した詐欺に注意!!新型コロナウイルスに便乗した詐欺に注意!!

コロナの検査キットを送ったのですが
届いていませんか？

不審な電話はすぐに切り、
警察に通報してください。

家族の人数、口座番号、マイナンバー等個人情報を聞き出し、
ATMで手続きするよう言われたら詐欺です。

コロナで助成金がでます。
今日の5時までに口座の
登録をしてください。

特
別
定
額
給
付
金
の
ご
案
内

　災害発生に伴う避難では、多くの方が限られた空間の中で過ごす可能性があるため、新型コロナウイル

ス感染症のリスクが高まる恐れがあり、避難所を開設する場合には、感染症対策に万全を期すことが重要

になります。

　町民の皆さんにおいては、避難する際には以下の事項にご留意いただきますようお願いします。

　〇避難所ではマスクの着用、こまめな手洗いや咳エチケット等の基本的な感染症対策を徹底してください。

　〇避難所内では十分な換気をし、避難者同士が密集しないようにスペースを確保してください。

　〇避難所が過密状態になることを防ぐため、可能な場合は親戚や友人の家など安全と思われる場所へ

　　の避難についても検討してください。

　〇マスク、アルコール消毒液、体温計等を持参してください。

避難所における新型コロナウイルス感染症対策について

総務政策課行政グループ （⑤番窓口）　☎ ３４-２３７０問

〈
10
万
円
給
付
金
の
申
請
が
始

ま
り
ま
し
た
〉

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
国
が

特
別
定
額
給
付
金
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

給
付
対
象
者
及
び
受
給
権
者

　
給
付
対
象
者
は
、基
準
日
（
令

和
２
年
４
月
27
日
）
に
お
い
て

上
富
田
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
受
給

権
者
は
、
そ
の
者
の
属
す
る
世

帯
の
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

給
付
額

　
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き

10
万
円

申
請
方
法

　
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
給
付
金
の
申
請
は
次
の
①

及
び
②
を
基
本
と
し
、
給
付
は
、

原
則
と
し
て
申
請
者
の
本
人
名

義
の
銀
行
口
座
へ
の
振
込
み
に

よ
り
行
い
ま
す
。

①
郵
送
申
請

上
富
田
町
役
場
が
世
帯
主
宛

て
に
５
月
中
旬
頃
か
ら
申
請

書
類
等
を
郵
送
し
て
い
ま
す

の
で
、
申
請
書
類
等
を
返
信

用
封
筒
に
て
郵
送
願
い
ま
す
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

上
の
特
別
定
額
給
付
金
の
申

請
画
面
か
ら
電
子
申
請
を
行

い
ま
す
。

受
付
開
始
日
及
び
申
請
期
限

〇
受
付
開
始
日

　
令
和
２
年
５
月
20
日

〇
申
請
期
限

　
令
和
２
年
８
月
20
日
ま
で

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と

　
書
類
の
記
載
誤
り
や
添
付
書

面
の
不
備
が
あ
っ
た
場
合
、
給

付
金
の
振
り
込
み
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
現
在
、
受
付
事
務

を
し
て
い
る
な
か
で
、
特
に
多

い
事
例
を
左
記
に
記
載
し
ま
し

た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー

や
、
通
帳
の
コ
ピ
ー
が
付
い
て

な
い
。

〇
通
知
カ
ー
ド
（
薄
緑
色
の
紙

製
の
カ
ー
ド
）
を
提
出
さ
れ
て

い
る
。

※
通
知
カ
ー
ド
と
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め

の
も
の
で
、『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
』
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

上
富
田
町
役
場
総
務
政
策
課

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
室

　
☎（
代
）４
７
‐
０
５
５
０

（
内
線
３
３
３
）
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　上富田町国民健康保険または和歌山県後期高齢者医
療制度の被保険者で給与などの支払いを受けている方
が、新型コロナウイルス感染症に感染したとき、または
発熱などの症状があり感染が疑われるときに、その療養
のため労務に服することができなかった場合に傷病手
当金を支給します。
対象者（下記の要件をすべて満たす方）
① 上富田町国民健康保険または和歌山県後期高齢者医
療制度の被保険者の方
② 給与などの支払いを受けている方
③ 新型コロナウイルス感染症に感染または発熱などの
症状があり感染が疑われ、その療養のため労務に服する
ことができず給与などの全部または一部を受けること
ができない方
支給対象期間
労務に服することができなくなった日から起算して３日
を経過した日（４日目）から、労務に服することができな
い期間のうち、就労を予定していた日
支給額
（直近の継続した3か月間の給与収入の合計額÷就労日
数）×２/３×支給対象となる日数
就労できなかった期間でも、給与などの全部または一部
を受けることができる方は、傷病手当金は支給されませ
ん。ただし、その受けることができる給与などの額が、算
出される支給額より少ないときは、その差額を支給しま
す。
適用期間
令和２年１月１日から令和２年９月３０日までの間で労務
に服することができない期間（ただし、入院が継続する
場合などには最長１年６か月まで）
お問い合わせ先 
住民生活課（②番窓口）34-2372

新型コロナウイルス感染症の影響を受けられている町民の皆様へ
傷病手当金の支給について
（国民健康保険・後期高齢者医療制度）

町税徴収猶予の特例制度について

町税(料)の猶予制度について

　新型コロナウイルス感染症の影響により事業等に係る
収入に相当の減少があった方で下記の要件に該当する場
合、対象となる税（料）について減免を受けることができ
ます。
対象となる世帯 
以下の①、②のいずれかに該当する世帯 
① 新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者
が死亡しまたは重篤な傷病を負った世帯
② 新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計
維持者の事業収入の減少額が前年の当該事業収入額の
10分の3以上であり、当該生計維持者の前年の合計所得
金額が1,000万円以下でかつ、減少が見込まれる事業収
入以外の前年合計所得が400万円以下の世帯
対象となる税（料） 
令和２年２月１日から令和３年３月３１日までに納期限が
到来する税（料）が対象になります。
①に該当する世帯は全額免除
②に該当する場合、減免額を別途算定します。 
お問い合わせ先 
国民健康保険税  　　　　税務課 (④番窓口）34-2371
介護保険料　　　　　住民生活課（②番窓口）34-2372
後期高齢者医療保険料　住民生活課（②番窓口）34-2372

保険税（料）の減免制度について
（国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料）

　新型コロナウイルス感染症の影響により、下記の要件
に該当する場合、１年間（介護、後期は6ヶ月間）の徴収
の猶予を受けることができます。また、その間の延滞金
が減免されます（担保が必要となる場合がありま
す。）。
対象となる世帯 
以下の①から④のいずれかに該当する方 
① 新型コロナウイルス感染症の患者が発生した施設で
消毒作業が行われたことにより、備品や棚卸財産を破棄
した場合
② 納税者ご本人または生計を同じにするご家族が病気にか
かった場合
③ 納税者の方が営む事業について、やむをえず休廃業を
した場合
④ 納税者の方が営む事業について、利益の減少等によ
り、著しい損失を受けた場合
対象となる税（料）
町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保
険税等）介護保険料、後期高齢者医療保険料 
お問い合わせ先
町税　　　　　　　　　　税務課 (④番窓口）34-2371
介護保険料　　　　　住民生活課（②番窓口）34-2372
後期高齢者医療保険料 　住民生活課（②番窓口）34-2372

※新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業主
に対する令和３年度の固定資産税の軽減措置につ
いては、広報８月号で掲載する予定です。    
  
※その他、新型コロナウイルス感染症に関する町の諸
施策については、上富田町ホームページをご覧くだ
さい。

　新型コロナウイルス感染症の影響により事業等に係る収
入に相当の減少があった方は、１年間、地方税の徴収の猶
予を受けることができる制度です。担保の提供は不要で、
猶予の期間は延滞金もかかりません。
対象となる世帯 
以下の①②いずれにも該当する方 
① 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年２
月以降の任意の期間（１カ月以上）において、収入が前
年度同期に比べて概ね２０％以上減少していること。
② 一時に納付し、または納入を行うことが困難であるこ
と。
対象となる町税
令和２年２月１日から令和３年１月３１日までに納期限が
到来する町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税、国
民健康保険税等）が対象になります。
お問い合わせ先
税務課（④番窓口）34-2371
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―――6月4日～6月10日は歯と口の健康週間です―――
お口の健康を守るためには、毎日のお手入れが大切です。
正しいブラッシングをはじめとした、虫歯や歯周病の予防として重要なのは

                                咲かそうよ　笑顔の花を　歯みがきで
（歯と口の健康週間　令和２年度標語）

「自分できちんと汚れを落とす」ことです。今回はお口のセルフケア方法をご紹介いたします。

汚れを残さない歯磨きの仕方

フロスや歯間ブラシも活用！

歯ブラシの当て方

① 歯ブラシを小刻みに動かす
② 夜、寝る前は特にゆっくり丁寧に
③ 小型の歯ブラシで磨く
④ 歯と歯肉の境目もブラッシング

〇デンタルフロス
　歯と歯の間に入れ、歯茎を傷つけないように
   歯の側面を歯茎側から噛む側に向けて
　沿わせるようにして汚れを落とす。

〇歯間ブラシ
　歯と歯の間に入れ、前後数回動かす。

〇歯の表面はブラシを直角に当てる

〇歯と歯肉の境目は45度

〇前歯の裏側は縦みがき

　
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん

検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
、

対
象
の
方
に
配
布
し
て
い
ま

す
。
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が

生
涯
の
う
ち
に
「
が
ん
」
に
か

か
り
、
３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
早
期

発
見
を
す
る
こ
と
で
、「
が
ん
」

を
治
す
こ
と
が
で
き
る
可
能
性

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
切

な
命
を
守
る
た
め
に
、
是
非
こ

の
機
会
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
！

◆
乳
が
ん
検
診
◆

〇
検
診
方
法

　「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
」

　
専
用
の
装
置
に
乳
房
を
は
さ

　
ん
で
、
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
を

　
行
い
ま
す
。
　

〇
対
象
者

　
　
昭
和
54
年
４
月
２
日
～
昭

　
和
55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

　
方
（
令
和
２
年
４
月
１
日
時

　
点
で
上
富
田
町
に
住
民
票
の

　
あ
る
方
が
対
象
で
す
。）

〇
受
診
期
間

　
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

〇
費
用
　
　
無
料

◆
子
宮
頸
が
ん
検
診
◆

〇
検
診
方
法

　「
子
宮
頸
部
の
細
胞
診
」

　
専
用
の
器
具
で
子
宮
頸
部
を   

　
擦
っ
て
が
ん
細
胞
な
ど
が
な

　
い
か
調
べ
ま
す
。

〇
対
象
者

　
　
平
成
11
年
４
月
２
日
～
平

　
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

　
方
（
令
和
２
年
４
月
１
日
時

　
点
で
上
富
田
町
に
住
民
票
の

　
あ
る
方
が
対
象
で
す
。）

〇
受
診
期
間

　
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
　

〇
費
用
　
　
無
料

受診方法や医療機関、
当日の持ち物などの詳細は
クーポン券と一緒に配布
した案内をご覧ください。

が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！
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暮
ら
し
の
中
で
、
感
染
症
に

負
け
な
い
体
を
つ
く
る
た
め
、

次
の
こ
と
を
心
掛
け
、
抵
抗
力

を
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

☆
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
い
い

食
事
を
心
が
け
る

　
様
々
な
種
類
の
食
材
を
と

り
、
体
力
・
抵
抗
力
を
高
め
ま

し
ょ
う
。
　

　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　☆
体
を
温
め
る

　
体
が
冷
え
る
と
血
流
が
悪
く

な
り
、
抵
抗
力
が
落
ち
ま
す
。

食
事
・
入
浴
な
ど
、
体
を
温
め

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　 

☆
十
分
な
睡
眠
を
と
る

　
睡
眠
不
足
で
免
疫
の
働
き
は

低
下
し
ま
す
。
十
分
な
睡
眠
を

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　 

☆
ス
ト
レ
ス
は
適
度
に
発
散

　
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
、
自

律
神
経
が
乱
れ
て
抵
抗
力
が
弱

ま
り
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
ス

ト
レ
ス
発
散
方
法
を
見
つ
け
気

分
転
換
を
し
ま
し
ょ
う
！

☆
人
混
み
は
避
け
る

　
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
、

で
き
る
だ
け
人
の
集
ま
る
場
所

に
は
行
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

☆
部
屋
の
換
気
を
す
る

　
部
屋
の
ウ
イ
ル
ス
量
を
減
ら

す
た
め
、
窓
や
扉
を
開
け
て
空

気
を
新
鮮
に
保
ち
ま
し
ょ
う
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

行事名
 月  日
（曜）

場　　所 対　　象

1歳半健診
6/17
（水）

上富田町
保健

センター

平成30年10月・11月
生まれの方

4カ月健診
7/8
（水）

令和2年3月生まれの方

10カ月健診 令和1年8月生まれの方

　令和2年6月16日～令和2年7月15日

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
介
護
・
福
祉
の
総
合

相
談
窓
口
と
し
て
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
相
談
は
電
話
や
窓
口
の

ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し
ま
す
。

費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
も
し
か
し
て
認
知
症
か
な
？

と
思
っ
た
ら
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
が
な
か
な
か
う
ま
く
繋
が
ら

な
い
。

・
認
知
症
の
症
状
が
強
く
、
介

護
や
対
応
に
困
っ
て
い
る
。

・
認
知
症
の
診
断
を
受
け
た
い

が
、
う
ま
く
受
診
に
繋
が
ら
な

い
。
な
ど
。

　
こ
の
よ
う
な
困
り
ご
と
が
あ

る
場
合
に
、
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
が
訪
問
し
、
ご
本

人
や
ご
家
族
に
支
援
を
行
い
ま

す
。
認
知
機
能
の
低
下
に
よ
り

ど
の
よ
う
な
生
活
上
の
困
難
さ

が
あ
る
か
、
そ
れ
に
よ
り
ご
本

人
や
ご
家
族
が
ど
の
よ
う
に

困
っ
て
い
る
か
な
ど
を
一
緒
に

確
認
し
、
お
お
む
ね
６
ヶ
月
を

目
安
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
医

療
に
繋
げ
て
い
く
た
め
に
集
中

的
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

　
認
知
症
、
介
護
の
事
に
つ
い

て
の
話
、
相
談
な
ど
、
内
容
問

わ
ず
お
話
が
で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
12
日
（
金
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所

　
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
相
談
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
次
第
で
中
止
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

参
加
希
望
さ
れ
る
方
は
一
度

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
生
活
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 (

⑥
番
窓
口)

☎ 

４
７
‐
０
５
５
０

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム

感
染
症
の
予
防
対
策

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ
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令
和
２
年
度
の
生
涯
学
習
関

係
の
委
員
、
役
員
の
皆
さ
ま
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
社
会
教
育
委
員

　
阿
波
　
正
子

　
幾
島
　
浩
恵

　
石
垣
　
敦
也

　
小
川
　
裕
史

　
鈴
木
　
善
平

　
田
中
　
知
恵

　
北
條
　
哲
生

　
山
本
　
賢

■
文
化
財
審
議
委
員
　
　
　 

　

　
岩
橋
　
幸
大

　
裏
地
　
好
晴

　
木
村
　
勝
彦

　
十
林
　
守

　
美
濃
　
明

　
宮
本
　
勲

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　
　
　 

　
秋
月
桂
代
子

　
池
田
か
お
る

　
池
田
　
節
生

　
石
垣
　
敦
也

　
樫
木
　
研
二

　
田
中
　
大
三

　
玉
置
　
恭
也

　
中
西
　
美
穗

　
東
　
　
正
人

　
北
條
　
五
月

　
三
栖
　
靖
敏

　
山
本
　
和
広

■
父
母
子
ど
も
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

会
　
長
　
　
　
福
田
　
和
晃

副
会
長
　
　
　
栗
栖
　
順
子

み
つ
わ
　
　
　
尾
下
　
慎
吾

Ａ
Ｒ
Ａ
　
　
　
小
山
　
貴
広

白
鳩
　
　
　
　
中
井
　
直
加

上
村
　
　
　
　
森
　
　
織
江

大
谷
　
　
　
　
栗
田
　
龍

丹
田
台
　
　
　
林
　
　
修
志

生
馬
　
　
　
　
福
田
　
和
晃

上
岩
田
　
　
　
栗
栖
　
順
子

大
坊
な
か
よ
し  

　
谷
本
　
憲
司

立
平
・
三
宝
寺
　
　
山
本
　
梨
永

田
熊
　
　
　
　
神
屋
　
綾
子

岡
　
　
　
　
　
亀
嶋
　
雪
乃

南
岸
　
　
　
　
松
本
結
花
里

北
岸
　
　
　
　
小
畑
昌
里
奈

下
鮎
川
　
　
　
三
栖
　
将
史

生
涯
学
習
推
進
の
中
核
で
あ

り
各
公
民
館
運
営
の
中
心
と
な

ら
れ
る
役
員
・
運
営
委
員
の
皆

さ
ま
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
館
長
・
分
館
長

　
朝
来
公
民
館
長
　
山
崎
　
一
光

　
生
馬
公
民
館
長
　
上
羽
　
寛

　
岩
田
公
民
館
長
　
萩
原
　
進

　
市
ノ
瀬
公
民
館
長
　
関
　
貞
次
郎

　
岡
分
館
長
　
　
　
前
　
　
佳
和

　
下
鮎
川
分
館
長
　
南
田
　
政
行

■
運
営
審
議
会
委
員

　
和
田
　
明
彦

　
大
江
　
久
也

　
芝
　
　
保
治

　
片
山
つ
ゆ
子

　
小
森
　
潤

　
平
田
　
博

　
田
上
　
順
一

　
田
中
　
利
典

■
朝
来
公
民
館（
運
営
委
員
）

丹
田
台
　
　
　
冨
田
理
江
子

六
部
　
　
　
　
沖
田
　
公
子

中
心
　
　
　
　
菅
根
　
清

下
内
代
　
　
　
大
江
　
久
也

　
　

″
　
　
　
西
脇
　
順
子

鳶
野
　
　
　
　
植
田
　
淳
司

水
穂
　
　
　
　
田
中
　
明
美

日
産
　
　
　
　
高
垣
　
雅
弘

学
園
団
地
　
　
湯
川
　
昭
雄

南
紀
の
台
　
　
日
下
　
紀
子

　
　

″
　
　
　
木
村
　
政
子

　
　

″
　
　
　
輪
島
　
久
子

愛
和
　
　
　
　
寺
前
　
初
枝

　
　

″
　
　
　
芦
口
　
正
史

駅
前
北
　
　
　
楠
本
　
秀
夫

■
生
馬
公
民
館（
運
営
委
員
）

救
馬
谷
　
　
　
北
條
　
哲
生

本
郷
　
　
　
　
上
羽
　
寛

　
　

″
　
　
　
上
羽
　
登
子

　
　

″
　
　
　
福
田
　
準
子

　
　

″
　
　
　
和
田
　
精
之

　
　

″
　
　
　
山
本
　
昌
代

本
郷
　
　
　
　
吉
田
　
展
己

　
　

″
　
　
　
山
本
　
哲
也

　
　

″
　
　
　
福
田
　
和
晃

山
王
　
　   

　
栗
栖
　
淳
二

生
馬
橋
　   

　
萩
原
　
章
伸

　
　

″
　
　
　
吉
田
　
朋
子

生
馬
口
　
　
　
片
山
つ
ゆ
子

　
　

″
　
　
　
木
本
　
久
義

　
　

″
　
　
　
結
城
　
祥
子

中
根
　
　
　
　
山
本
　
浩
士

　
　

″
　
　
　
木
村
　
孝
士

　
　

″
　
　
　
山
崎
　
明

稗
田
　
　
　
　
田
中
　
大
三

　
　

″
　
　
　
芝
　
　
勤

　
　

″
　
　
　
田
中
　
和
男

鳥
渕
　
　
　
　
芝
　
　
保
治

　
　

″
　
　
　
下
滝
　
恒
夫

生
馬
小
　
　
　
勝
田
　
普
二

■
岩
田
公
民
館（
運
営
委
員
）

立
平
　
　
　
　
三
谷
　
功

三
宝
寺
　
　
　
中
田
　
俊
斗

下
田
熊
　
　
　
山
中
　
孝
一

上
田
熊
　
　
　
田
中
　
健
一

大
坊
１
　
　
　
樫
本
　
良
太

大
坊
２
　
　
　
山
下
　
正
幸

大
坊
３
　
　
　
家
高
　
靖
久

尾
崎
　
　
　
　
福
田
　
　
稔

上
岩
田
１
　
　
山
本
　
真
大

上
岩
田
２
　
　
矢
間
　
政
斗

上
岩
田
３
　
　
硲
　
　
雄
宏

深
見
　
　
　
　
山
本
淳
一
郎

ひ
ば
り
ヶ
丘
　
　
辰
巳
　
充

元
ノ
尾
　
　
　
鈴
木
　
大
樹

射
矢
ノ
谷
　
　
桝
本
　
丈
彦

中
島
住
宅
　
　
中
井
　
純
代

小
郷
　
　
　
　
下
畑
　
智
則

奥
草
　
　
　
　
井
上
　
芳
樹

中
島
　
　
　
　
楠
本
　
隆
晃

葛
原
　
　
　
　
中
道
　
雄
大

県
営
岡
団
地
　
　
加
地
　
大
輝

岡
川
　
　
　
　
水
本
　
歳
万

大
坊
２
　
　
　
山
本
　
和
広

元
ノ
尾
　
　
　
石
垣
　
敦
也

大
坊
２
　
　
　
山
本
　
賢

中
島
　
　
　
　
平
野
　
好
史 

元
ノ
尾
　
　
　
田
上
さ
よ
子

■
市
ノ
瀬
公
民
館（
運
営
委
員
）

上
地
　
　
　
　
中
峯
　
英
経

旭
　
　
　
　
　
寺
本
江
美
子

　
　

″
　
　
　
五
味
　
利
旭

中
央
　
　
　
　
小
西
　
英
之

大
神
宮
　
　
　
三
栖
　
将
史

加
茂
団
地
　
　
三
栖
　
昌
利

中
ノ
岡
　
　
　
木
村
　
忠
美

下
ノ
岡
　
　
　
樫
山
　
巧

　
　

″
　
　
　
宮
原
　
誠

両
平
野
　
　
　
山
本
　
睦
照

　
　

″
　
　
　
田
ノ
瀬
充
弘

小
山
　
　
　
　
中
戸
川
恵
子

汗
川
　
　
　
　
池
田
　
節
生

　
　

″
　
　
　
小
畑
昌
里
奈

後
代
　
　
　
　
中
田
　
博
昭

　
　

″
　
　
　
笠
松
　
昭
宏

根
皆
田
　
　
　
三
栖
　
博
明

　
　

″
　
　
　
三
栖
由
美
子

　
　

″
　
　
　
松
井
　
孝
恵

　
　

″
　
　
　
前
田
　
拓
也

令和２年度

公
民
館
役
員
・
運
営
委
員

の
ご
紹
介

令
和
２
年
度
社
会
教
育
関
係
諸
団
体

役
員
等
紹
介
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ふ
ら
こ
こ
の
子
等
乗
せ
た
し
と
風
に
告
ぐ

平
鍬
も
鎌
も
光
れ
り
風
二
月

柏
餅
蒸
し
上
げ
湯
気
の
中
の
母

麦
踏
み
し
頃
に
憶
え
し
子
守
唄

結
の
友
偲
び
て
仰
ぐ
涅
槃
月

待
春
の
石
き
ら
き
ら
と
王
子
川

母
の
忌
の
李
の
花
の
し
づ
く
か
な

あ
く
び
し
て
足
踏
ん
ば
っ
て
稚や

や

の
春

本
西
満
穂
子

出
羽
　
鶴
枝

稗
田
富
貴
子

出
羽
智
香
子

浜
本
美
栄
子

下
平
百
美
子

山
本
　
陽
子

射
場
　
典
子

こ
の
連
休
帰
省
で
き
ぬ
と
文
添
え

　
　
　
　
　
　
娘
は
好
物
「
お
た
べ
」
を
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で稲

田
　
和
代

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

（
投
稿
歓
迎
）

図書館よりお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン
地域社会体験研修のために図書館へ来てくださっ

た、小学校の先生のおすすめの本です。

賢くて、みんなに頼りにされているアナグマ。

ある日、長いトンネルの向こうへと行ってしまいます。

残された森の仲間たちは悲しみでいっぱいでした。

でも、アナグマからの贈りものがあるから、みんなの心

の中で大すきなアナグマは生きている。子どもも大人

も読んでほしい絵本です。

1.

2.

　

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

流浪の月

ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー

猫を棄てる

クスノキの番人

逆ソクラテス

ライオンのおやつ

流人道中記（上・下）

アーモンド

線は、僕を描く

むかしむかしあるところに、死体がありました。

凪良　ゆう

ブレイディみかこ

村上　春樹

東野　圭吾

伊坂　幸太郎

小川　糸

浅田　次郎

ソン・ウォンピョン

砥上　裕將

青柳　碧人

東京創元社

新潮社

文藝春秋

実業之日本社

集英社

ポプラ社

中央公論新社

祥伝社

講談社

双葉社

『わすれられないおくりもの』

スーザン・バーレイ/作・絵
小川　仁央/訳

評論社
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　上富田町では、新型コロナウイルス感染症の影響による経済状況の悪化をふまえ、奨学金を

希望される方を対象に下記のとおり追加募集を行います。

②応 募 資 格

③貸与月額（予定）

④貸 与 期 間

⑤申 請 方 法

⑥申請書類の提出　

⑦償 還 方 法

⑧そ　の　他

上富田町に住所を有し、貸与が必要と認められる方

高等学校 ８,０００円　　専門学校・短期大学・大学等 ２０,０００円

正規の在学期間中（毎年更新手続きが必要となります。）

前期分（6カ月分）を10月に貸付予定。後期分（6カ月分）については12月に貸付予定。

上富田町教育委員会で必要書類を受け取り、下記担当者までご提出ください。

上富田町ホームページからダウンロードもできます。

・奨学生願書【本人および連帯保証人２名（親権者１名、親権者と同一世帯以外の方１名）

  の署名・捺印が必要です。】

・在学証明書【在学する学校に申請してください。】

・所得課税証明書【親権者全員および連帯保証人】

　　　※同居している兄弟姉妹の所得課税証明書は必要ありません。

卒業後６ヵ月を経過した翌月より月賦償還

算定基準額を設けております。算定基準額が世帯により異なりますので、一度お問い

合わせください。なお、貸付認定につきましては、規則に基づき審議会の審議のもと

に貸付可否が決定されますので、ご了承ください。

上富田町教育奨学金の貸与を希望される皆さんへ

追加募集令和２年度分

問 上富田町教育委員会　生涯学習課（奨学金担当） ☎ ４７-５９３０

無利子
貸 与

令和２年 ６月1日（月）～７月２２日（水）①募 集 期 間
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自宅で出来る運動不足解消トレーニング

お問い合わせ

上富田スポーツサロン

☎ ０７３９－３３－７８８８

　現在、外出自粛により外に出る機会が減っている方が多いと思います。外出する機会が減るとどうしても運

動不足になってしまうと思います。今回は自宅にあるものだけを使用した親子で出来る運動またはシニアの方

もできる運動不足解消のためのトレーニングを紹介させて頂きます。ぜひ運動不足の方はやってみてください！

　足を肩幅に開き、お尻を天井に向けて上げていきます。お尻を上げた時にお腹とお尻に力を入れると効果的

に運動できます。腰は反らないようにしましょう。

　椅子に座り、腕を正面に真っすぐ伸ばします。胸を張ったまま、みぞおちの高さで腕を引っ張りましょう。

背中を寄せて、肩は上がらない様に気をつけましょう。

　向けに寝転がって、両脚で自転車こぎの動作をします。大きく脚の曲げ伸ばしをしましょう。

『目的』
臀部、もも裏のトレーニング

『回数』
１０回３セット

上富田スポーツサロンインスタグラム 

 

『目的』
肩甲骨周りのストレッチ

『回数』
１０回３セット

『目的』
腹筋、脚のトレーニング

『回数』
１０回３セット

運動不足解消ヒップリフト

運動不足解消肩甲骨引っ張り運動

運動不足解消体幹トレーニング

　トレーニングのやり方が分かりにくい方には上富田ス

ポーツサロンのインスタグラムに動画で載せさせていた

だいています。そちらをご覧ください！
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健康講座 ―ひざの健康についてー

上富田町の文化財⑦　八上神社の「釜」 （岡地区）

　八上神社より寄贈

いただいた大きな鉄

の釜があります。こ

の釜は、昔から湯立

神事(注)で使用され

ていた大変貴重なも

のですが、長年の使用により底に穴が空いて使用でき

なくなっています。

　釜には、次のような文字が刻まれています。

　　田中大明神　八上王子権現

　　紀刕牟婁郡　小岡荘岡村

　　寶永三丙戌歳　九月吉日　

　　願主　　平田太左衛門

　また、釜を支える３本

の支柱の付け根には獅

子と思われる顔が付け

られています。

　宝永３年（1706年）

につくられたこの釜は、

３００年以上使われたこ

とになります。江戸時代の人たちが八上神社や田中神

社で使用していた様子を想像しますとロマンが湧いて

きます。

　ちなみに、この釜がつくられた翌年にあたる宝永４

年（1707年）１０月４日に、大地震（宝永地震）が起こり

ました。現在、いつ起こってもおかしくないといわれる

東南海地震のようなものでした。

　岩田公民館では「学び・交流・健康増進」の充実を

めざし、各種事業の計画実施に努めています。健康増

進につながる健康講座を令和元年度に新設し、第１回

目は下記の通り実施しました。

　白浜町在住の出口広紀氏を講師に迎え「健康講

座」―ひざの健康について―を開催。初めに「ひざの

健康とひざ痛の改善には、ひざだけでなく足首や腰、

股関節、肩
けんこうこつ

甲骨、肋
ろっこつ

骨などの運動、そして様々な筋

肉の柔軟性を高めたりするなど、総合的なトレーニン

グが必要です」との説明がありました。

　その後、参加者１８名は、立ったり椅子に座ったり、

マットの上に仰向けになったりして、ひざの健康に良い

運動を教えていただきました。

　『中世の巨大地震』（矢田俊文）によりますと、マグ

ニチュード8.6の巨大地震で、尾張藩士朝
あ さ ひ

日重
しげあき

章の日

記に大阪では崩れた家が９４０軒余、死者２６４人、落

下した橋３５か所、高波で川口の大船数１００艘が日本

橋の下まで押し流されたというようなことが書かれて

います。

　『上富田町史資料編下』には「宝永の大地震は紀

伊半島を中心に東海から九州に及ぶ地震で、津波も伴

い大きな被害をうける。倒壊流失家屋二万九千戸、死

者約四九〇〇人。十月四日九ツ半時より地震がおこり、

十五日まで余震あり、家の倒壊多く田畑や土堤のくず

れる個所も多し」と書かれています。

　『すさみ町誌（上）』にも「万福寺の墓地に享保８年

１０月４日に建立された宝永地震の時の溺死者１３４

名の供養塔（宝篋印塔）があるが、具体的な被害状況

やその他のことについては記録も口伝も残っていな

い」と書かれています。

　なお、地震の１か月後に富士山が噴火したということ

です。富士山は活火山ですが、この宝永の噴火が今の

ところ最後の噴火となっています。

　この釜を寄贈いただくにあたり、その時代のいろい

ろな歴史を知ることができました。現在、上富田町郷

土資料館に保管・展示しています。

　(注）祭場に大釜をすえて湯をわかし、巫女などが笹を
熱湯につけて身に振りかけて神に祈る行事。厄除、
無病息災、五穀豊穣を祈願する。

　最後に「今日のトレーニングを家でも継続して行う

と効果があります。曲げる回数や速さ、角度などは、

その日のひざの調子に合わせてください」と話されま

した。

　終了後「参加して良かった。楽しかった」｢自分の体

を見つめ直す良いきっかけになりました。また教えて

いただきたいです｣「これからもひざの健康に心がけよ

うと思います」などの声が寄せられました。

岩田公民館

実施風景 ( 昨年度 )
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　主人は、退職後５年旧大塔村の教育委員会で週４

日お世話になっていました。その時に田辺の教友会

から「Ｇ
グラウンド

・Ｇ
ゴルフ

やっているから」と声をかけていただき

時々練習に行っていました。

　その内、同伴も良いということで私も入れてもら

い、土日などＧ・Ｇの何かとも分からないまま串本や

すさみ、鳥取県の発祥の地（旧泊村）、大阪、滋賀、

北陸３県等々に連れて行ってもらいました。主人は、

Ｇ・Ｇのゲームもさることながらそこでの楽しい雰囲

気がたまらなかったとよく言っていました。

　主人も私も老人クラブへは、主人の退職後すぐに

入会はしていました。私達がこんな騒ぎをしている時

に、三木田老人会長から「役場で聞いてきたんや、10

人以上のサークルをこさえ活動すると国から補助金く

れて、ええらしいで」それには自分たちで何をするか、

必要であれば自分たちで物を調達することでした。

　「それはいいことや何かしよう」「朝早くからごみ拾

いでもするか」「何かスポーツないか」と色々声が出て、

主人がＧ・Ｇの話を持ち出しました。話はまとまり、と

りあえず上スポへ練習に行くことに。それぞれ車に乗り

合わせたり、単車あり自転車ありで行きました。

　その内に｢近くでほしいナ｣の声に、井澗副会長さん

が「池の跡、聞いてみようか」になり、グラウンド造り

が始まりました。土を入れたり周りに石を積んだり大

変でしたが、皆さんの人脈には驚くばかりでした。で

も、雨が続きますと不具合が出来、2年後に返すこと

になりました。

　今度は、岩田の西

原さんが「前に立平の

人達がゲートボール

していた所があるの

に」と言って下さり、再度皆で力を合わせ大変な仕事

も出来ました。それは何よりもＧ・Ｇを続けたいと思う

一念だったんだと思います。

　河川敷にＧ・Ｇ場が出来て15年位になりますが、当

初作業をしたクラブ員が23名、その後人の入れ変わり

がありました。今は朝来、三宝寺などから来てくれて

15名です。昼の2時間を週3回「健康のためや、歩かな

あかんね」と言いながら皆で楽しくワイワイやってい

ます。

　今では、上富田町Ｇ・Ｇ協会も出来ています。いつ

までも続いてほしいと願っています。

岩田　 吉
よ し だ

田　榮
さかえ

グラウンド・ゴルフに魅せられて

〈生きがいを求めて　〉190

令
和
元
年
度 

上
富
田
町
俳
句
大
会
入
賞
句
の
紹
介

　
今
月
号
は
、【
小
学
校
低
学
年
の
部
】
の
入
選
句
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
＊
学
年
は
前
年
度
の
学
年
で
す
。

　
ひ
ま
わ
り
が
お
お
き
く
そ
ら
に
せ
の
び
し
て

　
　
朝
来
小
学
校
１
年
生
　
い
と
が
わ
　
だ
い
ち

　
な
し
っ
て
ね
た
べ
る
と
ほ
っ
ぺ
が
き
ゅ
っ
と
な
る    

朝
来
小
学
校
１
年
生
　
　
き
た
が
わ
　
ち
え

　
み
ず
あ
そ
び
ホ
ー
ス
で
つ
く
る
レ
イ
ン
ボ
ー    

朝
来
小
学
校
１
年
生
　
　
　
　
わ
だ
　
み
と

　
く
つ
ひ
も
に
ち
か
ら
を
こ
め
て
う
ん
ど
う
か
い    

朝
来
小
学
校
１
年
生
　
い
け
も
と
　
と
う
ま

　
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
そ
ら
と
ぶ
く
も
に
ま
い
あ
が
る  

朝
来
小
学
校
１
年
生
　
　
　
　
ち
ば
　
さ
ほ

　
ち
い
さ
い
な
あ
さ
が
お
の
た
ね
と
れ
ま
し
た
　  

岩
田
小
学
校
１
年
生
　
　
さ
か
ぐ
ち
　
み
く

　
あ
じ
さ
い
が
き
れ
い
だ
っ
た
よ
あ
め
の
あ
と
　
　

岡
小
学
校
１
年
生
　
　
あ
か
ぎ
　
り
ょ
う
な

　
大
は
な
び
ド
カ
ン
ド
ッ
カ
ン
て
ん
た
か
く

市
ノ
瀬
小
学
校
１
年
生
　
　
あ
む
ろ
　
え
み

　
お
よ
ぎ
た
い
い
る
か
の
よ
う
に
す
い
す
い
と    

岩
田
小
学
校
２
年
生
　
出
羽
　
せ
い
し
ろ
う

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
パ
が
い
ち
ば
ん
は
し
ゃ
い
で
る
　  

市
ノ
瀬
小
学
校
２
年
生
　
　
ま
つ
本
　
り
ん
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消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
上
富
田
町
・
白
浜
町
・
す
さ

み
町
で
西
牟
婁
地
域
消
費
生
活

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
各

町
毎
月
１
回
、
専
門
の
相
談
員

が
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

●
相
談
窓
口

◆
上
富
田
町

　
日
　
時

：

毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
場
　
所

：

上
富
田
町
役
場

◆
白
浜
町

　
日
　
時

：

毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
場
　
所

：

白
浜
町
役
場

◆
す
さ
み
町
　

　
日
　
時

：

毎
月
第
４
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　
場
　
所

：

す
さ
み
町
総
合
セ
ン
タ
ー

※
開
設
日
時
以
外
は
、
役
場
総  

務
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
開
設
日
が
休
日
等
の
場
合

は
、
翌
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

●
開
設
時
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

※
開
設
時
間
帯
は
、
開
設
窓
口
の

町
役
場
担
当
課
に
繋
が
り
ま
す
。

問 

総
務
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

　
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４

人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を

対
象
に
６
月
１
日
時
点
で
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
製
造

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調

査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義

務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
、
国
お
よ

び
地
域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎

調
査
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま

す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問 

総
務
政
策
課

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０
（
統
計
担
当
）

２
０
２
０
年

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
６
月
11
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
企
画
産
業
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
６
月
16
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
総
務
健
康
安
全
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

〇
自
衛
官
募
集
相
談
員

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
と

は
、
自
衛
官
志
願
者
に
関
す

る
情
報
の
提
供
お
よ
び
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部
が
行
う
募

集
広
報
に
対
す
る
援
助
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
町

民
の
方
々
で
す
。

　
自
衛
隊
田
辺
地
域
事
務
所

の
広
報
官
と
と
も
に
、
地
域

に
密
接
し
た
相
談
員
が
志
願

者
や
そ
の
家
族
の
方
々
へ
の

説
明
、
入
隊
後
の
支
援
活
動

を
行
い
ま
す
。

　
上
富
田
町
の
相
談
員
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
秋
月
　
史
成
（
朝
来
地
区
担
当
）

山
本
　
哲
也
（
生
馬
地
区
担
当
）

※
募
集
相
談
員
が
い
な
い
地
区

に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
田
辺
地

域
事
務
所
の
広
報
官
が
同
様
の

活
動
を
行
い
ま
す
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

田
辺
地
域
事
務
所

☎ 

２
４
‐
６
２
１
９

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

◆
税
目
　
　

　
町
県
民
税
（
第
１
期
）

◆
納
期
限
　

　
６
月
30
日
（
火
）

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確
認
で

き
な
か
っ
た
時
は
、
督
促
手
数
料

お
よ
び
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課 

収
納
グ
ル
ー
プ
（
④
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設
中

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
ご
紹
介
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※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
）
は
、

　
局
番
な
し
の
１
１
９
番

お
問
合
せ
は 

上
富
田
消
防
分
署

４
７
‐
０
１
１
９
番
へ

全
国
統
一
標
語

『
訓
練
で
　
確
か
な
信
頼
　

　
　
　
　
　
　
　
積
み
重
ね
』

■
危
険
物
と
は

　
消
防
法
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
軽
油
、
シ
ン
ナ
ー
、
オ

イ
ル
な
ど
を
「
危
険
物｣

と
し

て
指
定
し
て
お
り
、
一
定
数
量

以
上
の
危
険
物
は
、
要
件
を
満

た
す
危
険
物
施
設
以
外
の
場
所

で
は
貯
蔵
し
、
ま
た
は
取
り
扱

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
危
険
物
の
中
で
も
ガ
ソ
リ
ン

や
シ
ン
ナ
ー
は
特
に
危
険
で
、

引
火
点
が
常
温
よ
り
も
低
い
た

め
、
引
火
性
が
強
く
、
ち
ょ
っ

と
し
た
火
源
（
静
電
気
、
衝
撃

の
火
花
な
ど
）
で
も
容
易
に
着

火
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

■
セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
の
注
意
点
お
よ
び
禁
止
事
項

(

注
意
点)

・
給
油
前
に
は
必
ず
「
静
電
気

除
去
シ
ー
ト
」
に
触
れ
て
か
ら

給
油
す
る
。

(

禁
止
事
項)

・
利
用
客
が
自
ら
ガ
ソ
リ
ン
や
軽

油
を
携
行
缶
に
注
入
す
る
こ
と
。

・
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
以
外
の

ポ
リ
容
器
に
注
入
す
る
こ
と
。

　
田
辺
市
消
防
本
部
で
は
、「
病

院
を
受
診
し
た
ほ
う
が
よ
い

か
」、「
救
急
車
を
呼
ん
だ
ほ
う

が
よ
い
か
」
な
ど
、判
断
に
迷
っ

た
と
き
の
手
助
け
と
し
て
田
辺

市
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー(

♯
7119)

で
救
急
相
談
を
受
け
付
け
て
お

り
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
全
国

に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
田
辺
市
消
防
本
部
が
救
急

安
心
セ
ン
タ
ー
事
業(

♯
7119)
を

委
託
し
て
い
る
東
京
都
の
事
業

者
に
つ
い
て
も
、
令
和
２
年
４

月
９
日
か
ら
業
務
が
縮
小
さ
れ

た
た
め
、
♯
7119
へ
の
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
♯
7119
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た

場
合
は
、
田
辺
市
消
防
本
部
　

　
　
　
☎ 

２
２
‐
０
１
１
９

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
4
月
分
）

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
ノ
瀬

岩
　
田

朝
　
来

朝
　
来

岩
　
田

市
ノ
瀬

生
　
馬

小
幡
　
し
ま

井
澗
　
孝
子

山
本
と
み
子

岩
本
　
愛
子

伊
藤
　
健
司

栗
山
千
鶴
子

大
江
　
保
惠

97
歳

92
歳

77
歳

95
歳

83
歳

84
歳

90
歳

（
史
晃
）　      

（
一
成
・
有
輝
実
）

（
大
伍
・
文
香
）  

（
剛
史
・
朝
美
）　

（
真
人
・
め
ぐ
み
）

（
徹
）

（
悠
暉
・
奈
々
）　

（
栄
補
・
な
お
）　

（
貴
好
・
夏
希
）　

（
天
斗
・
芽
生
）　

（
皓
一
朗
・
紗
希
）

（
尚
大
・
理
菜
）　

（
貴
之
）　

南
紀
の
台

上
富
田
町

朝

来

南
紀
の
台

朝

来

大
阪
府

朝

来

南
紀
の
台

市
ノ
瀬

朝

来

南
紀
の
台

朝

来

南
紀
の
台

谷た
に
ぐ
ち口

　
莉り
ほ穂   

尾お
ざ
き崎

　
　
団だ
ん     

原は
ら
ぞ
の園

　
春は
る
き紀   

成な
り
か
わ川

　
あ
づ

森も
り
も
と本

　
光み
つ
は桜

齋さ
い
と
う藤

　
　
旬
し
ゅ
ん

大お
お
え江

　
亜あ
や弥

細ほ
そ
お尾

　
和わ
か花

堀ほ
り

　
　
日に
ち
か歌

眞ま
な
ご砂

　
友と
も
は
る陽

中な
か
に
し西

菜な

の

は
乃
葉

川か
わ
ぐ
ち口

　
航こ
う
げ
ん玄

下し
も
ひ
ら平

　
柚ゆ
な奈

世
歩
　
直
也

大
江
す
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上富田町の人口と世帯数
令和2年 4月末現在

前月比
総 数 15,583 人 +56

男 性 7,470 人 +29

女 性 8,113 人 +27

世帯数 7,208 世帯 +25
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　新型コロナウイルス感染症の影響で厳しい状況におかれている、町内の小規模

事業者を迅速に支援することを主な目的として、全町民を対象に上富田町商工会が

発行する3,000円分の商品券を支給することで、町内での消費行動の喚起と、合わ

せて町民への生活支援を行うために実施いたします。

和歌山県西牟婁郡上富田町朝来1361-2 JR朝来駅構内　口熊野かみとんだ観光案内所

　　　　　　　　☎ 0739-33-9610  or  ☎ 080-9167-7163
問

かみとんだ地域元気商品券
支給事業について

〒649-2192　西牟婁郡上富田町朝来763

上富田町役場　総務政策課　新型コロナウイルス対策室

　　　　　　　　　　 ☎（代表）０７３９－４７－０５５０

上富田町商工会が発行する「上富田町商工会会員共通商品券」を町民一人

当たり３，０００円分（１，０００円券×３枚）支給する。

令和２年４月２７日時点で上富田町に住所を有する住民
（上富田町内における特別定額給付金（１人につき１０万円）の支給対象者
   となります。）

支給対象者の属する世帯の世帯主に世帯全員分を支給します。

（詳細は同封の明細書をご確認ください。）

令和２年６月１日（月）より順次、郵便局の簡易書留により、配布いたします。

※簡易書留による送付のため、お留守等により、到着に数週間かかることも

あります。

令和２年６月1日（月）～令和２年１１月３０日（月）

上富田町商工会商品券事業加盟店（３５５店舗）

【令和２年４月末時点】

協賛店で税込1,000円以上につきスタンプ1個。応募は３店舗のスタンプが必要です。

協賛店を追加募集中です。キャンペーン詳細は、協賛店店頭ポスター等でご確認ください。

◎事業内容

◎対 象 者

◎支給方法

◎配布期間

◎使用期間

◎利用店舗

スタンプラリー期間

６／１㊊～６／３０㊋
期間中スタンプ３個で！
抽選で上富田町の特産品かお食事券が当たる！
期間中スタンプ３個で！
抽選で上富田町の特産品かお食事券が当たる！


